
http://www.iu.a.u-tokyo.ac.jp/index.shtml

にアクセスし、①教育プログラム、②各講義のページ
③バイオスタティスティクス基礎論をクリック

①

1

②

③

アグリバイオのウェブページにアクセス
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①Rコードとサンプルデータをクリック、ブラウザ下部に
以下の表示が出たら、

②保存の下矢印▼をクリック、
右のプルダウンメニューで
③名前を付けて保存を選択
④デスクトップに
保存する。

②

③

④

バイオスタティスティクス基礎論にアクセス

①

⑤

⑤受講日の講義資料を右クリックし、「対象をファイ
ルに保存」を選び、デスクトップに保存。保存した講
義資料PDFを開いておく。
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①デスクトップに保存したzipファイルを、左のように
Lhaplusショートカットアイコンにドラッグする。

左の表示が出たら解凍先フォルダが
② C:¥Users¥student¥Desktop
になっていることを確認し、OKボタンをクリック。
※アグリバイオ貸与PCではなく、持ち込みPCの場合は
異なります。適宜ご確認ください。

〔参考〕
zipファイルをダブルクリックによる解凍を行った場合など、
解凍されたフォルダの場所がわからない場合はLhaplus

アイコンをダブルクリックし、③の解凍設定を確認してく
ださい。

ダウンロードしたzipファイルを解凍

①

②

③
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①

解凍したフォルダを開き、
①パスを選択してコピーし
ておく

解凍先のフォルダのパスをコピー
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①デスクトップのR x64 3.4.4アイコンをダブル
クリックして、Rを起動

Rを起動

②全画面表示を解除

③R Console画面のウィンドウサイズを好みの
サイズに拡大して変更

②

③

①
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ワーキングディレクトリを変更する

①ファイルメニューの②ディレクトリの変更

起動した「フォルダーの参照」ウィンドウで以下
の順に開き、最後の③archive4lec1フォルダを
選択し、

PC
デスクトップ
archive4lec1

OKボタンをクリック

①

②

③
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ワーキングディレクトリとファイルの確認

①getwd()

と入力し、前のスライドで設定したフォルダにワー
キングディレクトリが設定されていることを確認

②list.files()
と入力し、フォルダの中身が見えていることを確認

①

②

うまくいかない（ファイルが確認できない）場合は以下を入力。
setwd("C:/Users/student/Desktop/archive4lec1")

持ち込みPCの場合やデスクトップ以外で解凍した場合、異なります
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スクリプトを開き、解析を実行

①ファイルメニューの②スクリプトを開く を選び、code4lec1.Rファイルを選択して開くと、
③Rエディタが開きます。
④Rエディタで実行したい部分を選択（青く反転）し、アイコン⑤ をクリックすると、
⑥R Consoleウィンドウで実行されます。

①

②

③

④

⑤

⑥


